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本日のTOPICS
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●なぜ図書館の改革が必要だったのか

●図書館改革の流れ

●事例紹介１＜利用者ファースト＞の取り組み

●事例紹介２＜効果的な情報発信＞の取り組み

●まとめ



長崎大学附属図書館
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近年の動き
●2017年4月 一部業務委託開始（３館）
運営経費の削減に伴う中長期的な予算確保及び
事務業務の効率化と合理化の実施

●2020年～ 新型コロナウイルス感染拡大 利用者数激減

●2022年4月 中央図書館業務委託廃止
入館者数増加と学生ファーストの図書館へ改革【学長命令】

職員数の削減

図書系職員（司書）数は削減されたまま

現在
中央図書館

（文教キャンパス）
医学分館

（坂本キャンパス）
経済学部分館

（片淵キャンパス）

職員数
常勤職員：9名（図書系職員6名）
非常勤職員：11名
学生アルバイト（平日夜間、土日祝日）：16名

常勤職員：1名（図書系職員）
非常勤職員：1名
業務委託スタッフ

常勤職員：1名（図書系職員）
非常勤職員：1名
業務委託スタッフ

蔵書数
(R6.4.1)

図書（冊）：572,533
雑誌（種）： 14,877

図書（冊）：138,882
雑誌（種）： 6,902

図書（冊）：279,931
雑誌（種）： 5,458

座席数 792席 337席 225席

開館時間 ・平日 8:30～21:45 ・土日祝日等は各館で設定
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附属図書館常勤職員数（課長以下）

中央図書館
業務委託廃止

人員削減
２課→１課体制へ

3館業務委託
開始

青：常勤職員数
橙：うち図書系職員数

3館の現在の状況
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電子ジャーナル経費推移

総額 為替
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光熱水料と入館者数

電気 ガス 上下水道 入館者数

パート職員人件費
業務委託費
保守費
修理費

学生用図書費の削減
開館時間の縮小
設備の老朽化
安全性の低下

魅力減少

費用増大

予算の逼迫

電子ジャーナル
経費の高騰

光熱費の高騰

資金の獲得に向けて
・ネーミングライツの契約
・附属図書館基金の創設
・古本募金の活用

を実施

運営における課題・問題点

4%

61%
4%

2%
7%

8%

14%

2024年度予算

学生用図書費

EJ経費

光熱水料

保守・管理費

人件費

業務委託費

その他
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学生の入館者数及び貸出冊数（コロナ禍前後）
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単位：万人

167,397人

535,488人

2020年度
入館者数(3館合計)

2019年度の1/3

68.7%減
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2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

単位：万冊

48,556冊

64,689冊
2020年度

貸出冊数(3館合計)

2019年度比

25%減

学生の
入館者数

学生の
貸出冊数

2021年4月館長交代



ワークショップ
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マインドマップ作成

マインドマップ
意見共有
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行動目標
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<利用者ファースト>の取り組み
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学生懇談会（毎年3月頃実施） 対応した要望
✓ 自由に使える裏紙の設置
✓ 書庫の利用案内
✓ BGMの導入
✓ ソファ席の設置(e-room)

寄せられた意見（抜粋）
◼ 他の学部の先生とつながりたい。
◼ 専攻分野以外の学びを深める

仕掛けがあるといい。
◼ 借りた本のレビューを見たい。
◼ 学部毎の座談会のようなものが

あるとよいかも。



<利用者ファースト>の取り組み
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図書館利用に応じた特典制度

Library Point Card【経済学部分館】

利用に応じて、生協カードに
100円チャージ等の特典あり。

ベストリーダー賞
貸出冊数上位10名の学部学生を
表彰。賞状と図書カードを贈呈。

マカロンふせんプレゼント
図書館の本を借りた学生が対象。
附属図書館全館で4月に実施。



<利用者ファースト>の取り組み
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e-room リニューアルオープン（2024年10月1日）

◼ 固定式の机を配置・会話不可

◼ 可動式の机と椅子を配置

◼ ホワイトボードやコンセントも複数配置

◼ １人での学習、グループ学習もOK（会話可）

リニューアル前 リニューアル後

ギャラリー
ラーニングコモンズ
ライブラリーラウンジ
e-room

館内4施設に！

新たな
ネーミングライツ
契約獲得



<効果的な情報発信>の取り組み
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SNSでの継続的な情報発信

3年間で547人増加
2025年5月末現在 1015
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<効果的な情報発信>の取り組み
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Library Lovers’ Nagasaki

クイズラリー、選書イベント、コンテスト、展示
オリジナルグッズ作成など 9年継続中

県内大学図書館で同時期に
参加型イベントを実施

長崎大学 長崎純心大学
長崎県立大学 長崎総合科学大学
活水女子大学 長崎女子短期大学
鎮西学院大学 長崎短期大学
長崎外国語大学 佐世保工業高等専門学校
長崎国際大学



<効果的な情報発信>の取り組み
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第110回 全国図書館大会 第2分科会開催 (2024年12月1日)

参加者合計 79名／オンライン配信視聴 3,164回
■学生の利用状況を知ることができた
■広報についてたくさんヒントが得られた
■他館との情報交換ができて有意義だった

学生のための大学図書館へ！
～なんでも話そうチャンポン・ワークショップ～

学生の事例報告

「学生コンシェルジュの日常」

「車いすの学生からみた大学図書館の利用」

職員の事例報告

「北九大の学生サービスについて」

「芸工生の学びを育むDesign Library」

「学生のための大学図書館を目指して」
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学生の入館者数及び貸出冊数（2019年～2024年）
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学生の
入館者数

学生の
貸出冊数
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2024年度
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(目標値：2019年度の50%)
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2023年度比2%減
目標未達成
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まとめと今後の展開
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◼ 館長と職員全員でのミーティング（3か月に1回程度）。
→目標の達成状況や図書館の現状について情報を共有。
→学長にも報告を行い、意見をもらう。

◼ 学生に本を借りてもらうには？
→学生の入館者数は増加しつつあるが、貸出冊数が伸び悩む。
→明確な原因を発見できておらず、模索中。



被爆の記憶を伝える貴重な歴史資料は、被爆による影響と経年劣化により崩壊の危機に瀕しています。

未来へ継承していくために、長崎大学は800万円を目標にご寄付を募っています。

ぜひ皆様のご理解とご協力をお願いします。

「血染めの白衣」

長崎医科大学

で使われていた

日本最古の

「紙製人体

模型（キュン

ストレーキ）」
奇跡的に焼失を

免れたもう一人

のヒバクシャ

「被爆門柱」

大学病院にて自らも被

爆しながら⼈命を救おう

とした医師の誇りの象徴

爆⾵で傾き、崩壊し、原爆の威力をそのまま伝える
被爆遺構。今もあの日を静かに物語る

上の通用門門柱が昨年、
土中より新たに発見

被爆８０年、被爆の記憶を未来へ。長崎大学の貴重な歴史資料を守りたい

長崎大学クラウドファンディングプロジェクト

募集期間：2025年6月24日(火)～8月22日(金)23時 59日間

URL：https://readyfor.jp/projects/nagasaki-u_Abomb80
ご寄附はこちらの

二次元バーコードから

https://readyfor.jp/projects/nagasaki-u_Abomb80

